
●横浜はいま

廃
棄
物

図一１　家庭ごみの推移■
収
集
輸
送
体
制
の
充
実

　
ご
み
量
の
伸
び
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
比
べ

て
鈍
化
し
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
漸
増
傾
向

に
あ
る
。
た
と
え
ば
家
庭
ご
み
を
み
る
と
、
一
人

一
日
当
り
排
出
量
は
四
七
年
度
に
九
五
九
ｇ
で
あ

っ
た
も
の
が
、
五
六
年
度
で
は
六
九
四
ｇ
に
な
り
、

こ
の
一
〇
年
間
で
二
割
増
加
し
た
。
こ
の
期
間
の

人
口
増
加
と
あ
わ
せ
て
、
家
庭
ご
み
の
総
量
も
四

割
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
（
図
－
１
）
。

　
ま
た
、
家
具
類
、
家
庭
電
化
製
品
な
ど
の
粗
大

ご
み
も
増
加
し
て
い
る
。

　
一
方
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
一

〇
万
一
〇
〇
〇
の
対
象
事
業
所
が
あ
り
、
汚
泥
、

建
設
廃
材
、
金
属
く
ず
、
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ
リ
、

鉱
さ
い
な
ど
が
排
出
さ
れ
、
そ
の
量
は
家
庭
ご
み

の
約
一
五
倍
と
推
計
さ
れ
る
。

　
横
浜
市
が
処
理
の
対
象
と
し
て
い
る
ご
み
は
、

各
家
庭
か
ら
で
る
ご
み
を
中
心
に
、
河
川
・
道
路

な
ど
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
ご
み
、
市
民
が
直
接
市
の

処
理
施
設
に
運
び
込
む
臨
時
多
量
な
ご
み
な
ど

で
、
こ
れ
ら
の
処
理
量
は
年
々
増
加
し
、
五
六
年

度
で
は
一
〇
〇
万
ｔ
を
突
破
し
た
。

　
家
庭
ご
み
の
収
集
は
全
世
帯
を
対
象
に
週
二
回

以
上
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
週
三
回
収
集

地
域
は
、
排
出
量
の
多
い
商
店
街
な
ど
必
要
度
の

高
い
地
域
か
ら
順
次
拡
大
し
、
五
七
年
度
末
で
は

七
二
％
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
収
集
回
数
を
ふ
や
し

て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
要
望
に
こ
た
え
、
月
一

回
は
収
集
を
実
施
し
て
い
る
。

　
過
密
化
し
て
い
る
市
街
地
で
の
ご
み
の
輸
送
作

業
も
年
々
効
率
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し

く
な
っ
て
い
る
が
、
六
か
所
に
中
継
輸
送
基
地
を

設
け
、
焼
却
工
場
な
ど
へ
輸
送
し
て
い
る
。

■
処
分
場
の
確
保
が
悩
み

　
五
六
年
度
中
に
、
市
が
取
り
扱
っ
た
ご
み
の
う

ち
焼
却
処
理
し
た
も
の
が
約
八
一
％
。
一
〇
年
前

に
比
べ
、
四
二
％
高
ま
っ
た
（
図
－
２
）
。
「
ご
み

を
早
く
衛
生
的
に
処
理
す
る
に
は
、
現
状
で
は
焼
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却
処
理
す
る
の
が
最
高
」
｜
こ
の
よ
う
な
考
え
か

ら
、
磯
子
・
旭
・
港
南
・
南
戸
塚
・
保
土
ヶ
谷
工

場
を
建
設
し
て
、
可
燃
性
ご
み
を
全
量
焼
却
で
き

る
体
制
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
後
の
ご
み
の
増

加
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
市
北
部
方
面
の
ご
み

処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
五
八
年
度
末
完
成

を
め
ざ
し
て
、
緑
区
池
辺
町
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
区
域
内
に
北
部
工
場
を
建
設
中
で
あ
る
。

　
　
一
方
、
不
燃
性
ご
み
や
焼
却
し
た
あ
と
の
灰
は
、

二
か
所
の
内
陸
処
分
場
で
衛
生
的
に
処
分
し
て
い

る
。
し
か
し
、
今
後
、
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
内

陸
部
に
新
た
な
処
分
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
極

め
て
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
海
面
埋
立
て
に
つ
い

て
も
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
五
八
年
度
か
ら
鶴
見
区
末

広
町
地
先
海
面
埋
立
地
に
残
土
と
あ
わ
せ
て
廃
棄

物
の
埋
立
て
を
開
始
す
る
。

　
処
分
場
の
確
保
で
悩
ん
で
い
る
の
は
、
横
浜
市

だ
け
で
は
な
く
、
大
都
市
共
通
の
問
題
で
あ
る
。

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
広
域
的
な
最
終
処
分

場
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
な
お
、
道
路
、
下
水
道
、
地
下
鉄
な
ど
の
公
共

施
設
整
備
に
と
も
な
い
発
生
す
る
残
土
の
量
も
ぼ

う
大
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
処
分
場
の
確
保
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

■
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化

　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
住
み
よ
い
環
境

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
出
さ
れ
た
ご
み
を
単

に
処
理
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
資
源
化

を
図
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

　
現
在
、
資
源
の
再
利
用
を
目
的
と
し
て
、
各
地

域
で
資
源
集
団
回
収
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
市
で
も
こ
の
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。
こ
の
運
動
は
、
自
治
会
・
町
内
会
、
子
供
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
回
収
し
た
故
紙
、
金
属
類
、

図一３　資源集団回収実績

(実施団体数､回収量､売却金額)

衣
類
な
ど
を
回
収
業
者
へ
売
却
す
る
方
式
で
、
五

六
年
度
に
は
二
三
六
〇
団
体
が
実
施
し
、
三
万
二

七
〇
〇
ｔ
の
資
源
が
回
収
さ
れ
た
（
図
ｌ
３
）
。

　
市
の
焼
却
工
場
で
は
従
来
か
ら
焼
却
に
際
し
て

発
生
す
る
熱
子
不
ル
ギ
ー
を
温
水
プ
ー
ル
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
供
給
し

て
い
る
ほ
か
、
発
電
を
行
い
自
家
消
費
す
る
と
と

も
に
余
剰
電
力
を
電
力
会
社
へ
売
却
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
五
八
年
度
で
は
、
焼
却
残
灰
の
路
盤
材

へ
の
再
利
用
を
行
う
と
と
も
に
、
粗
大
ご
み
の
な

か
の
再
利
用
可
能
な
自
転
車
な
ど
を
修
理
再
生
し

て
市
民
に
展
示
・
頒
布
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。
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